
JP 4707431 B2 2011.6.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレフタル酸単位を５０～１００モル％含有するジカルボン酸単位（ａ）と、１，９－
ノナンジアミン単位および／または２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位を５０～
１００モル％含有するジアミン単位（ｂ）とからなる半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）１０
０質量部と、繊維長が３ｍｍ以上である繊維状強化材（Ｂ）５～３００質量部とを含む長
繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物からなるペレットであって、
　該ペレットの長さが３～３０ｍｍであり、且つ繊維状強化材（Ｂ）が実質上、ペレット
と同一長さであることを特徴とするペレット。
【請求項２】
　ジアミン単位（ｂ）中における１，９－ノナンジアミン単位と２－メチル－１，８－オ
クタンジアミン単位のモル比が１，９－ノナンジアミン単位：２－メチル－１，８－オク
タンジアミン単位＝８５：１５～５０：５０である請求項１に記載のペレット。
【請求項３】
　繊維状強化材（Ｂ）がペレットの長さ方向に対して略平行に配列している、請求項１ま
たは２に記載のペレット。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のペレットを成形することにより得られ、繊維状強
化材（Ｂ）が、１ｍｍ～１０ｍｍの重量平均繊維長で分散している成形品。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、成形性が良好で機械物性、耐熱老化性、耐疲労性に優れた長繊維強化半芳香
族ポリアミド樹脂組成物および当該樹脂組成物からなるペレット、ならびに当該樹脂組成
物を成形してなる成形品および当該ペレットを成形してなる成形品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ナイロン６、ナイロン６６に代表される汎用ポリアミドは、耐熱性、耐薬品性、剛性、
摺動性、成形性等の優れた性質を有し、かつ吸湿状態では極めて高い靭性を示すことから
、自動車部品、電気電子部品、摺動部品等、広範な用途に使用されてきた。しかし、これ
ら汎用ポリアミドでは吸水時の寸法変化や耐薬品性能が十分使用に耐えるものではなく近
年の材料に対する高性能化においては様々な問題が発生しつつある。また、自動車分野に
おいては、環境問題に付随する自動車の軽量化、低燃費化、それに伴う金属代替としての
樹脂化の動きが求められているが、これら汎用ポリアミドでは十分な要求に応えることが
できなくなっている。
【０００３】
　例えば、エンジンの高効率化追求によるエンジンルーム内の温度上昇に伴い、自動車に
使用される樹脂部品に対する耐熱性向上の要求が高まりつつある。また、自動車に使用さ
れる樹脂部品には、ガソリン、エンジンオイル、塩化カルシウム水溶液、ＬＬＣ水溶液（
冷却水）等の薬品に対する耐久性が必須であり、かつ剛性、強度、靱性、耐クリープ性等
の性能に対する要求も年々高度化していることから、従来のポリアミドでは吸水による寸
法変化、耐熱性不足等の問題から対応できなくなりつつある。
【０００４】
　また、電気電子分野においては、表面実装技術（ＳＭＴ）の拡がりに伴い、コネクタ等
に使用される樹脂にはリフロー半田耐熱性が要求されている。特に近年、鉛フリー半田の
急速な進展から、リフロー半田温度はさらに上昇する傾向にあり、従来のポリアミドでは
もはや対応できなくなりつつある。また、リフロー半田時のブリスター抑制の観点から、
耐熱性と共に、低吸水性を併せ持つ樹脂への要求が高まっている。
【０００５】
　さらに、摺動部品においては、その使用環境が、高面圧、高温雰囲気下へと拡がりつつ
あり、従来のポリアミドでは耐摩耗性や耐久性が不十分である。また、摺動部品には、寸
法精度が極めて重要であるが、従来のポリアミドでは、吸水による寸法変化が大きく、ギ
アの噛み合い不良に起因するトラブルが発生するという問題があった。
【０００６】
　上記した様々な問題に対応可能なポリアミドとして、テレフタル酸およびイソフタル酸
をジカルボン酸成分とし、１，６－ヘキサンジアミンをジアミン成分とする半芳香族ポリ
アミド（ＰＡ６Ｔ）からなる樹脂組成物が提案されている（特許文献１～３参照）。
　また、耐熱性、低吸水性および耐クリープ性においてさらに優れた性能を有する樹脂組
成物として、テレフタル酸をジカルボン酸単位とし、１，９－ノナンジアミンおよび／ま
たは２－メチル－１，８－オクタンジアミンをジアミン単位とする半芳香族ポリアミドか
らなる樹脂組成物が提案されている（特許文献４～６参照）。
【０００７】
　一方、ポリアミド樹脂の強度を向上させるための手段として、該ポリアミドにガラス繊
維等の繊維状強化材を配合する技術が知られており、一般には、ポリアミド樹脂とチョッ
プドストランド等の短繊維を混合し押出機で押し出すことにより繊維強化ポリアミド樹脂
組成物の製造が行われている。しかしながら、この方法では押出機での混練中に繊維の折
損が避けられず、配合される繊維状強化材が本来有する性能を充分に引き出すことが困難
であった。
【０００８】
　このような問題を解決して、より高度の機械的強度を付与するために、ポリアミド６６
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等のポリアミド樹脂を含有するポリアミド樹脂組成物に、長繊維（例えば長さ３ｍｍ以上
のガラス繊維）を配合する技術が知られている（特許文献７～１１参照）。
　しかしながら、高温下において長時間晒されるような非常に過酷な条件下においても、
高度の機械的強度を維持できるポリアミド樹脂組成物はこれまで知られていなかった。
【特許文献１】特開平３－７７６１号公報
【特許文献２】特開平３－７２５６５号公報
【特許文献３】特開昭６０－１５８２２０号公報
【特許文献４】特開平７－２２８７６９号公報
【特許文献５】特開平７－２２８７７２号公報
【特許文献６】特開平７－２２８７７４号公報
【特許文献７】特開平８－２８５７２号公報
【特許文献８】特開平５－９３８０号公報
【特許文献９】特開平５－２０８４１８号公報
【特許文献１０】特開平６－１０７９４４号公報
【特許文献１１】特開平７－３３０９１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、吸水性、耐熱性、耐薬品性、耐疲労性等に優れる樹脂組成物、および当該樹
脂組成物からなるペレット、ならびにそれらを成形してなる成形品を提供すること、特に
、高温に長時間晒されるような条件下においても高度の機械的強度を維持できるような樹
脂組成物および当該樹脂組成物からなるペレット、ならびにそれらを成形してなる成形品
を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、上記の課題を解決するべく鋭意検討を重ねた結果、特定のポリアミド樹
脂に特定サイズの長繊維強化材を配合すると、高度の機械的強度を付与できることに加え
て、高温下に長時間晒されても高度の機械的強度を維持できるポリアミド樹脂組成物が得
られることを見出し、本発明を完成させるに至った。
【００１１】
　即ち、本発明は、テレフタル酸単位を５０～１００モル％含有するジカルボン酸単位（
ａ）と、１，９－ノナンジアミン単位および／または２－メチル－１，８－オクタンジア
ミン単位を５０～１００モル％含有するジアミン単位（ｂ）とからなる半芳香族ポリアミ
ド樹脂（Ａ）１００質量部と、繊維長が３ｍｍ以上である繊維状強化材（Ｂ）５～３００
質量部とを含む長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物である。
　また、本発明は、上記長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物からなるペレットであ
って、該ペレットの長さが３～３０ｍｍであり、且つ繊維状強化材（Ｂ）が実質上、ペレ
ットと同一長さであることを特徴とするペレットである。
　好ましくは、本発明は、繊維状強化材（Ｂ）がペレットの長さ方向に対して略平行に配
列している上記ペレットである。
　さらに、本発明は、上記長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物や、上記ペレットを
成形して得られる成形品である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物は、従来の長繊維強化ポリアミド樹
脂組成物に比べて、耐熱性、機械的物性、耐薬品性等に優れることに加えて、特に耐熱老
化性に優れ、高温下、長時間晒されるような条件下においても高度の機械的強度を維持で
きる。そのため、例えば、自動車用金属部品等の用途において、従来は困難であった代替
材料としての使用が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１３】
　以下、本発明について詳しく述べる。
　本明細書において、「長繊維」とは、繊維長が３ｍｍ以上の繊維を意味し、「短繊維」
とは、繊維長が３ｍｍ未満の繊維を意味する。
　本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物は、半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）
１００質量部と、繊維長が３ｍｍ以上である繊維状強化材（Ｂ）５～３００質量部とを含
む。
（半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）の説明）
　半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）は、テレフタル酸単位を５０～１００モル％含有するジ
カルボン酸単位（ａ）（以下、単にジカルボン酸単位（ａ）という）と、１，９－ノナン
ジアミン単位および／または２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位を５０～１００
モル％含有するジアミン単位（ｂ）（以下、単にジアミン単位（ｂ）という）とからなる
。
【００１４】
　ジカルボン酸単位（ａ）におけるテレフタル酸単位の含有率は、５０～１００モル％で
あり、好ましくは７５～１００モル％、より好ましくは９０～１００モル％の範囲内であ
る。ジカルボン酸単位（ａ）におけるテレフタル酸単位の含有率が５０モル％未満の場合
には、得られる長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物の耐熱性が低下する。
【００１５】
　ジカルボン酸単位（ａ）は、５０モル％未満であればテレフタル酸単位以外の他のジカ
ルボン酸単位を含んでいてもよい。かかる他のジカルボン酸単位としては、例えば、マロ
ン酸、ジメチルマロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、２－メチルアジピン酸、
トリメチルアジピン酸、ピメリン酸、２，２－ジメチルグルタル酸、２，２－ジエチルコ
ハク酸、アゼライン酸、セバシン酸、スベリン酸等の脂肪族ジカルボン酸；１，３－シク
ロペンタンジカルボン酸、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸等の脂環式ジカルボン酸
；イソフタル酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸、２，７－ナフタレンジカルボン酸、
１，４－ナフタレンジカルボン酸、１，４－フェニレンジオキシジ酢酸、１，３－フェニ
レンジオキシジ酢酸、ジフェン酸、ジフェニルメタン－４，４’－ジカルボン酸、ジフェ
ニルスルホン－４，４’－ジカルボン酸、４，４’－ビフェニルジカルボン酸等の芳香族
ジカルボン酸から誘導される単位等を挙げることができ、これらのうちの１種または２種
以上を使用することができる。ジカルボン酸単位（ａ）におけるこれらの他のジカルボン
酸単位の含有率は、２５モル％以下であることが好ましく、１０モル％以下であることが
より好ましい。さらに、トリメリット酸、トリメシン酸、ピロメリット酸等の多価カルボ
ン酸から誘導される単位を、溶融成形が可能な範囲内で含んでいてもよい。
【００１６】
　ジアミン単位（ｂ）における、１，９－ノナンジアミン単位および／または２－メチル
－１，８－オクタンジアミン単位の含有率は５０～１００モル％であり、好ましくは７５
～１００モル％、より好ましくは９０～１００モル％の範囲内である。ジアミン単位（ｂ
）における１，９－ノナンジアミン単位および／または２－メチル－１，８－オクタンジ
アミン単位の含有率を上記範囲とすることにより、靱性、摺動性、耐熱性、成形性、低吸
水性、軽量性に優れた長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物を得ることができる。
【００１７】
　ジアミン単位（ｂ）は、５０モル％以下であれば、１，９－ノナンジアミン単位および
２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位以外の他のジアミン単位を含んでいてもよい
。かかる他のジアミン単位としては、エチレンジアミン、プロピレンジアミン、１，４－
ブタンジアミン、１，６－ヘキサンジアミン、１，８－オクタンジアミン、１，１０－デ
カンジアミン、１，１２－ドデカンジアミン、３－メチル－１，５－ペンタンジアミン、
２，２，４－トリメチル－１，６－ヘキサンジアミン、２，４，４－トリメチル－１，６
－ヘキサンジアミン、５－メチル－１，９－ノナンジアミン等の脂肪族ジアミン；シクロ
ヘキサンジアミン、メチルシクロヘキサンジアミン、イソホロンジアミン等の脂環式ジア
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ミン；ｐ－フェニレンジアミン、ｍ－フェニレンジアミン、キシリレンジアミン、４，４
’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－ジアミノジフェニルスルホン、４，４’－ジ
アミノジフェニルエーテル等の芳香族ジアミンから誘導される単位を挙げることができ、
これらのうち１種または２種以上を使用することができる。ジアミン単位（ｂ）における
、これらの他のジアミン単位の含有率は２５モル％以下であることが好ましく、１０モル
％以下であることがより好ましい。
【００１８】
　また、ジアミン単位（ｂ）が１，９－ノナンジアミン単位および２－メチル－１，８－
オクタンジアミン単位の両方を含む場合、ジアミン単位（ｂ）中における１，９－ノナン
ジアミン単位と２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位とのモル比は、１，９－ノナ
ンジアミン単位：２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位＝９０：１０～５０：５０
の範囲内であることが好ましく、８５：１５～５５：４５の範囲内であることがより好ま
しい。
【００１９】
　さらに、本発明で使用する半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）には、必要に応じてアミノカ
ルボン酸単位を含ませることもできる。このようなアミノカルボン酸単位の具体例として
は、カプロラクタム、ラウリルラクタム等のラクタム；１－アミノラウリン酸、１－アミ
ノドデシル酸等のアミノカルボン酸等から誘導される単位を挙げることができる。アミノ
カルボン酸単位の含有率は、半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）の全ジカルボン酸単位（ａ）
１００モルに対して４０モル以下であることが好ましく、２０モル以下であることがより
好ましい。
【００２０】
　本発明において使用される半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）は、その分子鎖の末端基の１
０モル％以上が末端封止剤により封止されていることが好ましい。分子鎖の末端基が末端
封止剤により封止されている割合（末端封止率）としては、４０モル％以上であることが
より好ましく、６０モル％以上であることがさらに好ましい。末端封止率が１０モル％以
上の半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）を用いると、耐熱性等がより優れた長繊維強化半芳香
族ポリアミド樹脂組成物が得られる。
【００２１】
　上記の末端封止率は、半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）に存在している末端のカルボキシ
ル基、末端のアミノ基および末端封止剤によって封止された末端基の数をそれぞれ測定し
、下記の式（１）に従って求めることができる。各末端基の数は、１Ｈ－ＮＭＲにより、
各末端基に対応する特性シグナルの積分値より求めるのが精度、簡便さの点から好ましい
。
【００２２】
[数１] 
　　　　　　末端封止率（％）＝［（Ａ－Ｂ）／Ａ］×１００　　　（１）
 
【００２３】
〔式中、Ａは分子鎖の末端基の総数（これは通常、半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）分子の
数の２倍に等しい）を表し、Ｂは封止されずに残った末端カルボキシル基および末端アミ
ノ基の合計数を表す。〕
【００２４】
　末端封止剤としては、半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）末端のアミノ基またはカルボキシ
ル基との反応性を有する単官能性の化合物であれば特に制限はないが、反応性および封止
末端の安定性等の点から、モノカルボン酸またはモノアミンが好ましく、取扱いの容易さ
等の点から、モノカルボン酸がより好ましい。その他、酸無水物、モノイソシアネート、
モノ酸ハロゲン化物、モノエステル類、モノアルコール類等を使用することもできる。
【００２５】
　末端封止剤として使用されるモノカルボン酸としては、アミノ基との反応性を有するも
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のであれば特に制限はなく、例えば、酢酸、プロピオン酸、酪酸、吉草酸、カプロン酸、
カプリル酸、ラウリン酸、トリデカン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、
ピバリン酸、イソ酪酸等の脂肪族モノカルボン酸；シクロヘキサンカルボン酸等の脂環式
モノカルボン酸；安息香酸、トルイル酸、α－ナフタレンカルボン酸、β－ナフタレンカ
ルボン酸、メチルナフタレンカルボン酸、フェニル酢酸等の芳香族モノカルボン酸；これ
らの任意の混合物等を挙げることができる。これらの中でも、反応性、封止末端の安定性
、価格等の点から、酢酸、プロピオン酸、酪酸、吉草酸、カプロン酸、カプリル酸、ラウ
リン酸、トリデカン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、安息香酸が好まし
い。
【００２６】
　また、末端封止剤として使用されるモノアミンとしては、カルボキシル基との反応性を
有するものであれば特に制限はなく、例えば、メチルアミン、エチルアミン、プロピルア
ミン、ブチルアミン、ヘキシルアミン、オクチルアミン、デシルアミン、ステアリルアミ
ン、ジメチルアミン、ジエチルアミン、ジプロピルアミン、ジブチルアミン等の脂肪族モ
ノアミン；シクロヘキシルアミン、ジシクロヘキシルアミン等の脂環式モノアミン；アニ
リン、トルイジン、ジフェニルアミン、ナフチルアミン等の芳香族モノアミン；これらの
任意の混合物等を挙げることができる。これらの中でも、反応性、高沸点、封止末端の安
定性および価格等の点から、ブチルアミン、ヘキシルアミン、オクチルアミン、デシルア
ミン、ステアリルアミン、シクロヘキシルアミン、アニリンが好ましい。
【００２７】
　本発明において使用される半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）は、結晶性ポリアミドを製造
する方法として知られている任意の方法を用いて製造することができる。例えば、酸クロ
ライドとジアミンを原料とする溶液重合法または界面重合法、ジカルボン酸とジアミンを
原料とする溶融重合法、固相重合法等の方法により製造することができる。
【００２８】
　半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）は、例えば、最初にジアミン、ジカルボン酸、触媒およ
び必要に応じて末端封止剤を一括して添加してナイロン塩を製造した後、２００～２５０
℃の温度において加熱重合して濃硫酸中３０℃における極限粘度〔η〕が０．１～０．６
ｄｌ／ｇのプレポリマーとし、さらに固相重合するか、または溶融押出機を用いて重合す
ることにより製造することができる。重合の最終段階を固相重合により行う場合、減圧下
または不活性ガス流通下に行うことが好ましい。このときの重合温度としては、２００～
２８０℃の範囲内が好ましい。また、重合の最終段階を溶融押出機により行う場合の重合
温度としては、３７０℃以下であることが好ましい。
【００２９】
　半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）を製造するに際して、前記の末端封止剤の他に、例えば
、触媒として、リン酸、亜リン酸、次亜リン酸、それらの塩またはエステル等を添加する
ことができる。上記の塩またはエステルとしては、リン酸、亜リン酸または次亜リン酸と
カリウム、ナトリウム、マグネシウム、バナジウム、カルシウム、亜鉛、コバルト、マン
ガン、錫、タングステン、ゲルマニウム、チタン、アンチモン等の金属との塩；リン酸、
亜リン酸または次亜リン酸のアンモニウム塩；リン酸、亜リン酸または次亜リン酸のエチ
ルエステル、イソプロピルエステル、ブチルエステル、ヘキシルエステル、イソデシルエ
ステル、オクタデシルエステル、デシルエステル、ステアリルエステル、フェニルエステ
ル等が挙げられる。
【００３０】
　本発明に用いられる半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）は、濃硫酸中３０℃の条件下で測定
した極限粘度〔η〕が、０．４～３．０ｄｌ／ｇであることが好ましく、０．６～２．０
ｄｌ／ｇであることがより好ましく、０．８～１．８ｄｌ／ｇであることがさらに好まし
い。
【００３１】
（繊維状強化材（Ｂ）の説明）
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　本発明において用いられる繊維状強化材（Ｂ）の種類としては特に制限はなく、例えば
ガラス繊維、カーボン繊維、ホウ素繊維、または、金属繊維（例：ステンレス繊維、アル
ミニウム繊維、銅繊維等）等の無機系のものや、ポリパラフェニレンテレフタルアミド繊
維、ポリメタフェニレンテレフタルアミド繊維、ポリパラフェニレンイソフタルアミド繊
維、ポリメタフェニレンイソフタルアミド繊維、ジアミノジフェニルエーテルとテレフタ
ル酸またはイソフタル酸からの縮合物から得られる繊維等の全芳香族ポリアミド繊維、あ
るいは、全芳香族液晶ポリエステル繊維等の有機系のものが使用できるが、ガラス繊維を
使用することが好ましい。繊維状強化材（Ｂ）は、１種類を単独で使用しても、２種類以
上を併用してもよい。
　また、繊維状強化材（Ｂ）は、半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）中への分散性および密着
性を高める目的で、シランカップリング剤、チタンカップリング剤、その他の高分子また
は低分子の表面処理剤で表面処理されているものを使用することができる。
【００３２】
　本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物中、繊維状強化材（Ｂ）は、３ｍｍ
以上の繊維長を有する。該繊維長が、樹脂組成物中で３ｍｍ未満であると、高度の機械的
強度を有する成形品を得にくくなる。繊維状強化材（Ｂ）の繊維長は、本発明の長繊維強
化半芳香族ポリアミド樹脂組成物を成形する際に押出機等のスクリューの噛み込み性を良
好にする観点から、３～３０ｍｍの範囲内であるのが好ましく、４～２０ｍｍの範囲内で
あるのがより好ましく、５～１５ｍｍの範囲内であるのがさらに好ましい。
　なお、該繊維長とは、本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物における、配
合後の繊維状強化材（Ｂ）に対して規定された値である。すなわち、配合する前の繊維状
強化材（Ｂ）の繊維長は特に限定されない。
【００３３】
　本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物における、繊維状強化材（Ｂ）の含
有率は、半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）１００質量部に対して、５～３００質量部である
。該含有率が、５質量部未満では繊維状強化材（Ｂ）による補強効果は小さく、逆に３０
０質量部を越えると組成物の調製あるいは成形における加工性が著しく劣るものとなり、
また、繊維量増加に伴う強度向上もほとんど期待できない。補強効果と加工性等のバラン
スを考慮すると、好ましい繊維の配合量は半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）１００質量部に
対して２０～２００質量部であり、特に好ましくは３０～１５０質量部である。
【００３４】
　本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物中における、上記半芳香族ポリアミ
ド樹脂（Ａ）と上記繊維状強化材（Ｂ）の合計の質量が占める割合は、４０～１００質量
％であることが好ましく、５５～１００質量％であることがさらに好ましい。
【００３５】
　本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物には、その目的、効果を大きく阻害
しない範囲で他の熱可塑性樹脂の１種または２種以上を含有することも可能である。また
、目的に応じ所望の特性を付与するため、一般に熱可塑性樹脂に添加される公知の添加物
、例えば、銅系安定剤、酸化防止剤、耐熱安定剤、光安定剤、紫外線吸収剤等の安定剤、
帯電防止剤、難燃剤、難燃助剤、染料や顔料等の着色剤、滑剤、潤滑剤、可塑剤、結晶化
促進剤、結晶核剤等をさらに配合することも可能である。また、ガラスフレーク、マイカ
、ガラス粉、ガラスビーズ、タルク、クレー、アルミナ、カーボンブラック、ウォラスト
ナイト等の板状、粉粒状の無機化合物あるいはウィスカー等を適当量併用してもよい。ま
た、繊維長が３ｍｍ未満の短繊維からなる繊維状強化材や繊維長が３０ｍｍを超える長繊
維からなる繊維状強化材等、上記の繊維状強化材（Ｂ）以外の他の繊維状強化材を含んで
いてもよい。
【００３６】
　上記の銅系安定剤としては、例えば、塩化第一銅、臭化第一銅、ヨウ化第一銅、塩化第
二銅、臭化第二銅、ヨウ化第二銅、燐酸第二銅、ピロリン酸第二銅、硫化銅、硝酸銅等の
無機銅塩、酢酸銅等の有機カルボン酸の銅塩、銅アセチルアセトネート等の有機金属化合
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物等を挙げることができ、これらのうち１種または２種以上を用いることができる。これ
らの銅化合物を配合する場合には、その配合量としては、半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）
１００質量部に対して、０．０１～１質量部の範囲内であるのが好ましく、０．０２～０
．５質量部の範囲内であるのがより好ましい。
【００３７】
　これらの銅系安定剤は、塩化リチウム、臭化リチウム、ヨウ化リチウム、フッ化ナトリ
ウム、塩化ナトリウム、臭化ナトリウム、ヨウ化ナトリウム、フッ化カリウム、塩化カリ
ウム、臭化カリウム、ヨウ化カリウム等のハロゲン化アルカリ金属塩、またはベンゾイミ
ダゾール誘導体、アルキレンジアミン、アルキレントリアミン等の銅と錯体を形成し得る
有機物と共に使用することができる。これらの中でも、ヨウ化カリウムが好ましい。上記
のハロゲン化アルカリ金属塩または銅と錯体を形成し得る有機物の使用量としては、銅系
安定剤に対して１～２０質量倍量の範囲内が好ましい。
【００３８】
　また、上記の酸化防止剤としては、ヒンダードフェノール系酸化防止剤、ヒンダードア
ミン系酸化防止剤、リン系酸化防止剤、硫黄系酸化防止剤等を挙げることができる。
【００３９】
　このような、他の熱可塑性樹脂や公知の添加物等を配合する場合の配合方法としては特
に制限されず、これらを均一に混合させ得る方法を採用することが好ましく、通常、半芳
香族ポリアミド樹脂（Ａ）と他の熱可塑性樹脂や公知の添加物等とを溶融混練した後に、
上記の繊維状強化材（Ｂ）を配合する方法が採用される。溶融混練に使用する装置の種類
や溶融混練条件等は特に限定されないが、概ね３００～３５０℃の範囲の温度で１～３０
分間、２軸押出機等の装置で混練する方法を採用することができる。
【００４０】
　本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物の製造法は特に限定されるものでは
ないが、繊維状強化材（Ｂ）配合後の繊維の破断を抑えるため、剪断力が極力かからない
製造法が好ましく、中でも引き抜き成形による製造法が特に好ましく用いられる。引き抜
き成形とは、基本的には連続した強化用繊維を引きながら樹脂を含浸するものであり、本
発明においては、上記半芳香族ポリアミド樹脂（Ａ）や、所望により、上述した他の熱可
塑性樹脂や公知の添加物等をさらに配合したもののエマルジョン、サスペンジョン、溶液
あるいは溶融物を入れた含浸浴の中に繊維状強化材（Ｂ）を通し含浸する方法、上記半芳
香族ポリアミド樹脂（Ａ）や、これに上記他の熱可塑性樹脂や公知の添加物等を配合した
ものの粉末を繊維状強化材（Ｂ）に吹きつけるか、該粉末を入れた槽の中に繊維状強化材
（Ｂ）を通すことによって、繊維状強化材（Ｂ）に該粉末を付着させたのちに、該粉末を
溶融する方法等がいずれも利用できるが、押出機を用いて、クロスヘッドダイの中にロー
ビング状の繊維状強化材（Ｂ）を通しながら、溶融させた上記半芳香族ポリアミド樹脂（
Ａ）や、これに上記、他の熱可塑性樹脂や公知の添加物等を配合したものをクロスヘッド
ダイに供給し直接含浸する方法が好ましい。
【００４１】
　このようにして得られた長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物は、ペレットに加工
することが好ましい。ペレットに加工する場合には、上記のように引き抜き成形をして得
られたストランド状の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物を冷却後、ペレタイザー
等により切断して得ることができる。なお、ペレットにする際のペレットの長さは、３～
３０ｍｍの範囲内に調整することが好ましい。ペレットの長さをこの範囲内に調整するこ
とにより、繊維状強化材（Ｂ）が実質上ペレットと同一長さであるペレットを得ることが
できる。ペレットの長さとしては、４～２０ｍｍの範囲内であることがより好ましく、５
～１５ｍｍの範囲内であることがさらに好ましい。
　また、このような手法によって、ペレット中の繊維状強化材（Ｂ）が、ペレットの長さ
方向に略平行に配列したペレットを得ることができる。
【００４２】
　本発明の成形品は、長繊維強化ポリアミド樹脂組成物や、上記ペレットの溶融物を成形
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することにより得ることができる。成形の方法としては、公知のいずれの方法も用いるこ
とができ、具体的には、射出成形、押出成形、プレス成形、ブロー成形、カレンダー成形
、流延成形等の一般に熱可塑性樹脂組成物に対して用いられる成形方法が挙げられる。ま
た上記の成形方法を組み合わせた成形方法を採用することもできる。なお、成形品におい
ては、繊維状強化材（Ｂ）由来の繊維状強化材が１ｍｍ～１０ｍｍの重量平均繊維長で分
散しているのが好ましい。
【００４３】
　本発明の樹脂組成物またはペレットから得られる成形品の用途は、特に限定されないが
、例えば、自動車部品（例：リアデフマウント、エンジンマウント、アッパーアーム、ロ
アアーム、シャフト等）、電気電子部品（例：封止材、電気絶縁材料、誘電体材料、コネ
クタ、コンデンサー座板、リレー、ソケット等）、摺動部品（例：各種ギア用途等）、工
業部品、衣料製品等への用途が挙げられる。
【００４４】
　本発明の成形品中に含まれる繊維状強化材の重量平均繊維長は、例えば、以下の方法で
測定することができる。
（ｉ）成形品から、幅５ｍｍ，厚さ３ｍｍ、長さ１５ｍｍの試験片を切り出す。
（ｉｉ）試験片を溶剤（例：トリフルオロ酢酸等）に浸漬し、繊維状強化材以外の成分（
半芳香族ポリアミド樹脂等）を溶解し、試験片から繊維状強化材のみを取り出す。
（ｉｉｉ）取り出した繊維状強化材を、必要に応じて水等に分散させ、光学顕微鏡（倍率
５０倍程度）等で観察して、視野内の繊維状強化材５００本の繊維長を測定する。
（ｉｖ）各繊維の繊維長をＬｉ、繊維長Ｌｉの繊維の本数をｑｉとし、次式（２）に基づ
いて重量平均繊維長Ｌｗを求める。
【００４５】
[数２] 
　　　　　　　Ｌｗ＝（Σｑｉ×Ｌｉ２）／（Σｑｉ×Ｌｉ）　　　　（２） 
 
【００４６】
　本発明の長繊維強化ポリアミド樹脂組成物や、それから得られるペレットは、機構／構
造部品（例：自動車の足回り部品や金属代替用途等）に成形することができる。本発明の
長繊維強化ポリアミド樹脂組成物や、それから得られるペレットを使用することで、これ
らの部品は強度、耐疲労性、耐衝撃性に優れるとともに、特に耐熱老化性に優れたものと
なる。
【実施例】
【００４７】
　以下、実施例により本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれに限定されるも
のではない。なお、以下の実施例および比較例においては、ポリアミド樹脂や繊維状強化
材として下記のものを使用した。また、各評価方法は、以下の方法に従った。
【００４８】
ＰＡ－１：
　特開平７－２２８６８９号公報の実施例２に記載された方法に準じて製造した、テレフ
タル酸単位と、１，９－ノナンジアミン単位および２－メチル－１，８－オクタンジアミ
ン単位〔１，９－ノナンジアミン単位：２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位＝８
０：２０（モル比）〕からなる、極限粘度〔η〕（濃硫酸中、３０℃で測定）１．２０ｄ
ｌ／ｇ、融点３０２℃、末端封止率７０％（末端封止剤：安息香酸）、密度１．１４ｇ／
ｃｍ３の半芳香族ポリアミド樹脂。
【００４９】
ＰＡ－２：
　特開平７－２２８６８９号公報の実施例２に記載された方法に準じて製造した、テレフ
タル酸単位と、１，９－ノナンジアミン単位および２－メチル－１，８－オクタンジアミ
ン単位〔１，９－ノナンジアミン単位：２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位＝６
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０：４０（モル比）〕からなる、極限粘度〔η〕（濃硫酸中、３０℃で測定）１．２０ｄ
ｌ／ｇ、融点２７３℃、末端封止率７０％（末端封止剤：安息香酸）、密度１．１４ｇ／
ｃｍ３の半芳香族ポリアミド樹脂。
【００５０】
ＰＡ－３：
　ポリヘキサメチレンアジパミド（宇部興産株式会社製「ＵＢＥナイロン２０２０Ｂ」）
。
【００５１】
ＰＡ－４：　
　テレフタル酸およびイソフタル酸単位（テレフタル酸単位：イソフタル単位＝６０：４
０（モル比））と、１，６－ヘキサンジアミン単位からなる半芳香族ポリアミド樹脂（デ
ュポン製「１０１Ｌ」）
【００５２】
繊維状強化材－１：
　ガラス繊維（日東紡製、ＲＳ２４０ＱＲ４８２、形状；ロービング状）
【００５３】
繊維状強化材－２：
　ガラス繊維（短繊維）（銘柄：日東紡製、ＣＳ３Ｊ－２５６Ｓ）
【００５４】
ガス発生量の評価：
　以下の実施例、比較例において製造したペレットを用いて３２０℃で射出成形した際に
、射出成形機のシリンダー先端より発生する煙の量を以下の基準に従って評価した。
　Ａ：発煙ほとんどなし。
　Ｂ：少し発煙あり。
　Ｃ：発煙あり。
【００５５】
噛み込み性の評価：
　以下の実施例、比較例において製造したペレットを用いて射出成形した際に、射出成形
機のスクリューへの噛み込み具合を以下の基準に従って評価した。
　Ａ：噛み込み良好。
　Ｂ：やや不良。
　Ｃ：ほとんど噛み込みしない。
【００５６】
製品の焼けの評価：
　以下の実施例、比較例において製造したペレットを用いて３２０℃で射出成形した際の
金型充填時（金型サイズ：４０ｍｍ×１００ｍｍ×２ｍｍ、金型の温度：１５０℃）にお
ける成形品の表面の焼けを以下の基準に従って評価した。
　Ａ：焼けなし。
　Ｂ：若干発生。
　Ｃ：焼け多い。
【００５７】
機械的強度の評価：
　以下の実施例、比較例において製造したペレットを用いて、ＪＩＳ　Ｋ７１１３に準拠
して、厚さ３ｍｍのダンベル試験片を作製して機械的強度（引張降伏強さ、引張破壊伸び
、引張弾性率）を評価した。
【００５８】
耐熱老化性の評価：
　以下の実施例、比較例において製造したペレットを用いて作製した厚さ３ｍｍのダンベ
ル試験片を１９０℃の熱風乾燥機中にそれぞれ一定時間（１００、３００、５００、１０
００、２０００、３０００時間）置き、これらをＪＩＳ　Ｋ７１１３に準拠して引張降伏
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強さを測定し、熱風乾燥機処理前の引張降伏強さに対する割合（引張降伏強さの保持率）
を算出して、耐熱老化性とした。
【００５９】
耐薬品性の評価：
　以下の実施例、比較例において製造したペレットを用いて、厚さ３ｍｍのダンベル試験
片を作製して以下の薬品類に２３℃で７日間浸漬後、該ダンベル試験片を取り出し、ダン
ベル試験片の表面を目視にて観察して、以下の評価基準に従い評価した。
＜薬品類＞
　ガソリン
　エンジンオイル
　メタノール
　トルエン
　クロロホルム
　熱水（８０℃）
　酸（１０ｗｔ％硫酸水）
　アルカリ（５０ｗｔ％ＮａＯＨ水）
　塩化カルシウム（５０ｗｔ％水）
＜評価基準＞
　Ａ：外観良好。
　Ｂ：表面に曇り有り。
　Ｃ：亀裂の発生有り。
【００６０】
重量平均繊維長の評価
　本発明の成形品中の繊維状強化材の重量平均繊維長は以下のようにして測定した。
　成形品から、幅５ｍｍ、厚さ３ｍｍ、長さ１５ｍｍの試験片を切り出し、トリフルオロ
酢酸に浸漬して、繊維状強化材以外の部分を溶解し、試験片から繊維状強化材のみを取り
出した。得られた繊維状強化材を光学顕微鏡（倍率：５０倍）で観察して、視野内の任意
の繊維状強化材５００本を選び、その繊維長を測定して、上記式（２）に基づいて重量平
均繊維長を測定した。
【００６１】
＜実施例１＞
　クロスヘッドダイを装着した押出機に、半芳香族ポリアミド樹脂ＰＡ－１を供給して、
３２０℃で溶融混練した（滞留時間３分）。同時に、クロスヘッドダイに、ロービング状
の繊維状強化材－１を供給して、引き抜き成形により樹脂組成物を製造した。この際、組
成物中の繊維状強化材の含有量が、１００質量部のＰＡ－１に対して１００質量部となる
ように、ＰＡ－１の供給量を調節した。得られた樹脂組成物を水冷によって冷却後、１３
ｍｍごとに切断して長さ１３ｍｍ、直径２～３ｍｍの円柱状のペレットを得た。得られた
ペレット中において、繊維状強化材がペレットの長さ方向に略平行に配列していることを
、光学顕微鏡により確認した。得られたペレットを用いて、上記の各評価方法に従って、
各評価を行なった。結果を以下の表１に示した。
【００６２】
＜実施例２＞
　ＰＡ－１の代わりにＰＡ－２を用いた以外は、実施例１と同様の方法に従って、長さ１
３ｍｍ、直径２～３ｍｍの円柱状のペレットを作製した。ペレット中において、繊維状強
化材がペレットの長さ方向に略平行に配列していることを光学顕微鏡により確認した。こ
のペレットを用いて、上記の各評価方法に従って各評価を行った。評価結果を以下の表１
に示した。
【００６３】
＜比較例１＞
　ＰＡ－１の代わりにＰＡ－３を用いた以外は、実施例１と同様の方法に従って、長さ１
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３ｍｍ、直径２～３ｍｍの円柱状のペレットを作製した。ペレット中において、繊維状強
化材がペレットの長さ方向に略平行に配列していることを光学顕微鏡により確認した。こ
のペレットを用いて、上記の各評価方法に従って各評価を行った。評価結果を以下の表１
に示した。
【００６４】
＜比較例２＞
　ＰＡ－１の代わりにＰＡ－４を用いた以外は、実施例１と同様の方法に従って、長さ１
３ｍｍ、直径２～３ｍｍの円柱状のペレットを作製した。ペレット中において、繊維状強
化材がペレットの長さ方向に略平行に配列していることを光学顕微鏡により確認した。こ
のペレットを用いて、上記の各評価方法に従って各評価を行った。評価結果を以下の表１
に示した。
【００６５】
＜比較例３＞
　２軸押出機（プラスチック工学研究所製、ＢＴ－３０）を用いて、半芳香族ポリアミド
樹脂ＰＡ－１に対して、繊維状強化材－２をサイドフィードし、３２０℃で溶融混練した
（滞留時間３分）。この際、組成物中の繊維状強化材の含有量が１００質量部のＰＡ－１
に対して１００質量部となるように繊維状強化材－２の供給量を調節した。当該組成物中
の繊維状強化材の繊維長は、２ｍｍ以下であった。得られた樹脂組成物を水冷によって冷
却後、２ｍｍごとに切断して、長さ２ｍｍ、直径１．５ｍｍの円柱状のペレットを得た。
該ペレットを光学顕微鏡により観察したが、繊維状強化材のペレット中での配列方向は統
一されておらず、ペレットの長さ方向に略平行に配列していなかった。得られたペレット
を用いて、上記の各評価方法に従って、各評価を行なった。結果を以下の表１に示した。
【００６６】
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【表１】

【００６７】
＜実施例３＞
　実施例１で得られたペレットを用いて、株式会社日本製鋼所製の２２０トン射出成形機
を使用してシリンダー温度３２０℃、および、金型温度１５０℃の条件下で射出成形を行
い、寸法：２１５ｍｍ×１２．７ｍｍ×３．２ｍｍの成形品を得た。この成形品のガラス
繊維の重量平均繊維長を、上記「重量平均繊維長の測定方法」に説明した方法に準じて測
定したところ、３～５ｍｍであった。
【００６８】
　上記より明らかなように、ＰＡ－１を１００質量部および繊維長が１３ｍｍである繊維
状強化材を１００質量部含む実施例１のペレット、ならびにＰＡ－２を１００質量部およ
び繊維長が１３ｍｍである繊維状強化材を１００質量部含む実施例２のペレットはいずれ
も、射出成形時において、ガス発生がほとんど観察されず、射出成形機のスクリューへの
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噛み込み性が良好であり、かつ、金型充填時の成形品表面の焼けが観察されなかった。ま
た、実施例１および２のペレットはいずれも、優れた機械的強度を有した。さらに、実施
例１および２のペレットは、メタノールでは耐薬品性がやや不良であったが、それ以外の
全ての薬品に対しては良好な耐薬品性を示した。加えて、耐熱老化性の評価から明らかな
ように、実施例１および２のペレットはいずれも、高温に長時間晒されても良好な機械的
強度を維持した。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物は、低吸水性であり、耐熱性、耐薬
品性、摺動性、耐クリープ性、剛性、靱性に優れ、より高強度化が図られた成形品を提供
することが可能となる。さらに、本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物は、
高温に長時間晒されるような条件下においても、高度の機械的強度を維持できる。
　従って、本発明の長繊維強化半芳香族ポリアミド樹脂組成物からなる成形品および当該
樹脂組成物のペレットからなる成形品は、自動車部品、摺動部品、電気電子部品（例：封
止材、電気絶縁材料、誘電体材料等）、工業部品、衣料製品等の広範な用途に使用するこ
とができる。
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